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平
成
29
年
度
高
鍋
高
校
Ｏ

Ｂ
祭
実
行
委
員
会
を
代
表
し

て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
平
成
６
年
卒
業
生

は
昨
年
８
月
に
準
備
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
歴
史
と
伝
統

あ
る
高
鍋
高
校
Ｏ
Ｂ
祭
を
担

当
す
る
大
き
な
責
任
と
喜
び

を
感
じ
な
が
ら
、
準
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の

間
、
鳴
海
ヶ
丘
会
の
皆
様

や
、
高
鍋
高
校
学
校
関
係

者
の
皆
様
、
そ
し
て
地
域

の
皆
様
に
ご
支
援
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
事
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
の
Ｏ
Ｂ
祭

は
『
楽
し
む
』
を
テ
ー
マ
に

掲
げ
ま
し
た
。
同
級
生
と
共

に
Ｏ
Ｂ
祭
を
担
当
で
き
る
事
、

今
ま
で
ど
お
り
で
は
な
く
自

分
達
ら
し
く
失
敗
を
恐
れ
ず

前
向
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

事
、
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
事
、

そ
し
て
担
当
す
る
私
た
ち
実

行
委
員
会
全
員
が
楽
し
む
事

へ
の
想
い
を
込
め
ま
し
た
。

　

先
輩
方
の
素
晴
ら
し
い
伝

統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
自

分
達
ら
し
く
楽
し
む
気
持
ち

を
持
っ
て
、
後
輩
に
引
き
継

ぎ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

記
念
講
演
会
で
は
、
お
笑

い
コ
ン
ビ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
の
ゴ
ル
ゴ

松
本
氏
を
講
師
と
し
て
お
招

き
し
、「
命
の
授
業
」
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ゴ
ル
ゴ
松

本
氏
は
２
０
１
１
年
か
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
少
年
院
に
出

平
成
29
年
度

高
鍋
高
校
Ｏ
Ｂ
祭
の
開
催
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
高
鍋
高
校　

　
　

Ｏ
Ｂ
祭
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長
林
　
健
太
郎

向
き
、
様
々
な
言
葉
や
漢
字

の
成
り
立
ち
を
解
説
し
な
が

ら
、
命
の
素
晴
ら
し
さ
、
日

本
語
の
素
晴
ら
し
さ
、
感
謝

の
大
切
さ
を
伝
え
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ゴ

ル
ゴ
松
本
氏
の
熱
い
授
業
を

体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
で
は
Ｏ
Ｂ
祭
を

通
じ
て
現
役
高
校
生
と
交

流
す
る
こ
と
を
目
的
に
高

鍋
高
校
文
化
部
の
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

日
々
頑
張
る
高
校
生
の
姿

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
恒
例
の
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
や
大
懇
親
会
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
を
ご
用

意
し
て
お
り
ま
す
の
で
皆
様

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
高

鍋
高
等
学
校
と
鳴
海
ヶ
丘
会

の
更
な
る
発
展
と
皆
様
の
ご

健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し

て
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

平成29年度

高鍋高校OB祭 『 楽 し む 』
8月12日（土）　記念講演 『命の授業』
講師 ゴルゴ松本さん（お笑いコンビＴＩＭ）

1967年４月17日生まれ（50歳）埼玉県深谷市（旧・大里郡花園町）出身。2014年より深谷市親善大使と
して活動。高校時代は埼玉県立熊谷商業高等学校野球部に所属。第57回選抜高等学校野球大会（85年
春のセンバツ）出場。1994年にレッド吉田とお笑いコンビ『TIM』を結成。ワタナベエンターテインメ
ント所属。2011年から少年院でのボランティア講演の活動をスタート。『命』などの漢字を体現する
ギャグでおなじみのゴルゴ松本氏。『命』『言葉』『人生』『日本人』をテーマに漢字、歴史の話などを加
え、笑いを交えつつ、魂のこもった熱い授業を展開。その活動は後にフジテレビ『スーパーニュース』
『ジャネーノ』『ノンストップ』、TBS『金スマ』、その他新聞・雑誌等で取り上げられ大きな反響と話
題を生む。放送された番組はYahooの急上昇ワードにトレンド入り。YouTubeでは200万を超える再
生回数を記録し、ネットでも話題となる。2014年12月には法務省東京矯正管区から表彰される。

OB祭日程
◆平成29年8月11日（金・祝日）
　  7:25～ 終日 ＯＢ祭ゴルフコンペ

会場：宮崎座論梅ＧＣ

◆平成29年8月12日（土）
　12:00～13:30 ①鳴海ヶ丘会総会

場所：高鍋町中央公民館会議室
　13:30～ ②ＯＢ祭

場所：高鍋町中央公民館ホール
　13:30～14:30 オープニングイベント

在校生による吹奏楽演奏・書道パフォーマンス
　14:30～16:00 記念講演『命の授業』

講師：お笑いコンビＴＩＭ  ゴルゴ松本氏
　17:30～19:30 ③ＯＢ祭懇親会
　（17:00受付開始） 場所：ホテル四季亭

主　催：鳴海ヶ丘会（宮崎県立高鍋高等学校同窓会）
主　管：平成29年度高鍋高OB祭実行委員会（平成6年卒）
後　援：高鍋町

　
「
真
善
美　

こ
れ
ぞ
我
達
の
理
想

な
る
」
と
い
う
校
歌
の
一
節
は
、
私

が
高
校
生
の
時
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
心
に
鳴
り
響
い
て
い
る
。
本
校
に

教
員
と
し
て
赴
任
し
た
初
日
、
正
面

玄
関
に
掲
げ
ら
れ
た
こ
の
一
節
の
書

に
込
め
ら
れ
た
魂
を
感
じ
、
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
が
し
た
。
校
舎
を
歩

く
と
、
高
校
生
だ
っ
た
頃
の
自
分
の

想
い
が
湧
き
出
し
て
き
て
、
心
が
と

き
め
い
た
。
あ
の
頃
の
自
分
か
ら「
初

心
に
戻
れ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う

な
感
覚
だ
っ
た
。
苦
し
か
っ
た
け
れ

ど
楽
し
か
っ
た
勉
強
や
ピ
ア
ノ
、
大

好
き
な
先
生
や
沢
山
の
友
人
達
、
大

切
な
家
族
、
優
し
い
地
域
の
人
々
。

多
感
な
時
期
を
充
実
し
て
過
ご
さ
せ

て
も
ら
え
た
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
感

謝
の
念
で
あ
る
。

　

高
鍋
高
校
は
、
私
に
と
っ
て
神
聖

な
場
所
で
あ
る
。
緊
張
で
力
み
そ
う

に
な
っ
た
自
分
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
く

れ
た
の
は
、
そ
こ
に
集
う
人
々
。
笑

顔
で
挨
拶
、
い
つ
も
誠
実
な
生
徒

達
。
高
鍋
高
校
こ
こ
に
あ
り
と
熱
心

に
教
育
活
動
に
励
む
先
生
達
。
校

舎
や
校
庭
も
温
か
く
包
み
こ
ん
で
く

れ
る
が
、
今
年
の
夏
は
高
温
す
ぎ
て

少
し
心
配
。
頭
は
ク
ー
ル
に
、
心
は

ホ
ッ
ト
で
い
き
た
い
。
初
心
に
戻
っ

て
、
し
な
や
か
に
た
く
ま
し
く
い
き

た
い
。

　

高
校
か
ら
見
え
る
景
色
は
、
今
も

変
わ
ら
ず
自
然
豊
か
で
美
し
い
。
聞

こ
え
て
く
る
様
々
な
音
色
は
、
発
す

る
人
や
物
は
違
え
ど
、
な
ぜ
か
変
わ

ら
な
い
。
こ
の
地
に
は
、
伝
統
の
気

が
脈
々
と
流
れ
て
い
る
。
そ
の
古
き

良
き
伝
統
の
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
、

新
し
い
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る

思
考
力
や
感
性
を
磨
い
て
い
く
。
詰

め
込
み
で
は
、
思
考
力
や
感
性
は
研

ぎ
澄
ま
さ
れ
な
い
。
心
の
ゆ
と
り
や

バ
ラ
ン
ス
を
大
事
に
す
る
こ
と
で
、

文
化
の
華
が
咲
く
。
ま
た
こ
こ
で
教

え
て
た
だ
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

自
分
自
身
の
「
真
善
美
」
を
形
に

す
る
そ
の
日
ま
で
、
何
年
か
か
る
か

先
が
見
え
な
い
が
、
信
念
を
も
っ
て

日
々
努
め
て
い
き
た
い
。

芸
術
科　

岩
切
佳
代
子

平成29年度高鍋高校
ＯＢ祭実行委員会
ＨＰはコチラから

鳴 海 ヶ 丘 会 々 報 第67号（1）平成29年７月28日発行



平成28年度　鳴海ケ丘会　事業報告
事　　業　　内　　容

４月  ６日
23 日

（ 水 ）
（ 土 ）

会計監査　15:00～16:30　
ＰＴＡ総会「明倫奨学金」奨学生発表

５月 10 日

16 日

24 日

（ 火 ）

（ 月 ）

（ 火 ）

第１回三役会　　18:30～19:30　鳴海ケ丘会館
会長、副会長 2 名、校長、事務局長、次長、H28OB 祭実行委員　
計 11 名出席
ＯＢ職員歓迎会　19:00～　べにはな高鍋店
同窓会役員、OB 職員　計 14 名出席
高鍋支部主催「魅力ある高鍋高校づくり」のための意見を聞く会
18:00～　中央公民館　

６月 ３日
18 日

24 日

（ 金 ）
（ 土 ）

（ 金 ）

理事会 18:30～　鳴海ヶ丘会館（22 名出席） 
在京支部同窓会総会　ホテル　ニューオータニ 12:30～15:30（114 名出席）
  （会長、校長、黒田監事、事務局長　出席）
評議員会 18:30～（49 名出席） 終了後懇親会　ホテル四季亭（38 名出席）

７月  １日
３日

24 日

29 日

（ 金 ）
（ 日 ）
（ 日 ）

（ 金 ）

明倫奨学金振込日
近畿宮崎県人会総会　ホテルヒルトン大阪 12:00～　校長出席
関西高鍋高校同窓会総会　道頓堀ホテル 12:00～（79 名出席）

（会長、校長、事務局長　出席）
鳴海ヶ丘会報 64 号発刊

８月
～

 12 日
 13 日

（ 金 ）
（ 土 ）

高鍋高校 ｢鳴海ヶ丘会｣ 平成 28 年度ＯＢ祭 ( 実行委員 ･ Ｈ５年卒 )
テーマ「　歩　～自分らしく～　」
12 日　ゴルフコンペ　7:25～終日
13 日　総会　　　12:30～13:30（52 名出席）
　　　 記念講演　14:00～16:30
　　　 懇親会　　17:30～19:30

10 月 28 日
29 日

（ 金 ）
（ 土 ）

鳴海ヶ丘会々報 65 号発刊
第２回三役会　ホテル四季亭　 17:00～17:40
会長、副会長 3 名、校長、事務局長  計６名出席
第ＯＢ祭引継会　ホテル四季亭　18:00～（38 名出席）

11 月 12 日

 18 日

26 日

（ 土 ）

（ 金 ）

（ 土 ）

名古屋支部総会　梅の花栄店　12:00～16:00（28 名出席）
（校長、事務局長　出席）
宮崎地区合同懇親会 ニューウェルシティー宮崎　18:30～21:30（100 名参加）

（会長、校長、事務局長、事務局次長　出席）
福岡支部総会  西鉄イン福岡 17:00～20:00 　

12 月 10 日 （ 土 ） 魅力ある高鍋高校づくりを考える委員会 14:00～16:00 鳴海ケ丘会館
会長、副会長、校長、事務局長、事務局次長等　８名参加

１月  28 日

31 日

（ 土 ）

（ 火 ）

川南支部総会　ブライダルホール竹の屋　18:00～21:00　72 名出席
（会長、校長、事務局長 出席）
第３回三役会　17:30～18:10　鳴海ケ丘会館
会長、副会長２名、校長、事務局長、事務局次長  計６名出席

２月 １日
28 日

（ 水 ）
（ 火 ）

明倫奨学金振込日
同窓会入会式・鳴海ケ丘会々報 66 号発刊

３月 27 日 （ 水 ） 明倫奨学金審査委員会
会長、副会長３名、校長、事務局長、学校職員等　11 名参加

収入の部 （ 単位 ＝ 円 ）
費　　　目 予算額 決算額 増　減 摘　　　要

会 　 　 　 　 費 3,912,000 3,880,400 -31,600 815 名× 400 円× 12 ケ月

繰 　 越 　 金 184,393 184,393 0

特 別 収 入 0 0 0

雑 収 入 0 4,013 4,013 預金利息

合 　 　 　 計 4,096,393 4,068,806 -27,587

支出の部 （ 単位 ＝ 円 ）
費　　　目 予算額 決算額 残　額 摘　　　要

事 務 費 80,000 80,450 -450 事務用品 , 葉書き代

会 議 費 150,000 149,529 471 三役会，理事会，評議員会

事 務 局 費 50,000 33,600 16,400 事務局会議費

事 業 費 1,615,000 1,362,172 252,828

内
　
　
　
　
　
訳

ＯＢ祭 関 係 費 230,000 230,000 0
ＯＢ祭実行委員会援助
H28 年 OB へ 200,000、H29 年 OB へ 30,000

支 部 援 助 費 365,000 359,194 5,806 支部援助

卒 業 生 費 90,000 21,449 68,551
卒業記念品（図書カード）、育
英会表彰

事 業 推 進
委 員 会 費

360,000 351,041 8,959
理事会旅費、鳴海ヶ丘会々報送
料、等

広 報 費 290,000 129,168 160,832 鳴海ヶ丘会々報

人　 件　 費 180,000 180,000 0 館長謝礼、事務人件費
ホ ー ム ペ ー
ジ 管 理 費

100,000 91,320 8,680 管理者への手当、サーバー代

鳴海ヶ丘会館維持費 730,000 730,000 0
燃料・電気・水道・火災保険料・
消耗品・備品費

旅 費 600,000 534,768 65,232 各支部総会旅費

特 別 積 立 金 300,000 300,000 0 100 周年特別積立

改 修 積 立 費 500,000 500,000 0 鳴海ヶ丘会館　大規模改修積立

雑 費 0 0 0

予 備 費 71,393 0 71,393

合 計 4,096,393 3,690,519 405,874

（収支）4,068,806 円 － 3,690,519 円 ＝ 378,287 円　（繰越金額）

収入金額 ４，０６８，８０６円
支出金額 ３，６９０，５１９円
繰越金額 ３７８，２８７円

平成28年度　同窓会費収支決算書

収入の部

項 　 目 金　　　額 備　　　考

繰　 越　 金 259,277 平成 27 年度より

高 校 同 窓 会 730,000 会館維持費

会 館 使 用 料 321,000

雑　 収　 入 7 預金利息

合 　 計 1,310,284

支出の部

項 　 目 金　　　額 備　　　考

燃　 料　 費 63,732 ガス、灯油

電　 気　 料 475,721 電灯、電力

水　 道　 料 156,889

防　 災　 費 58,000 消防用設備等点検料

修　 繕　 費 52,488 浄化槽維持管理委託料

火 災 保 険 料 87,360

消耗品・備品費 27,556 センサーライト、浴槽排水栓代、他

合 　 計 921,746

平成28年度 鳴海ケ丘会館収支決算報告書

収入金額 1,310,284円
支出金額 921,746円
繰越金額 388,538円

平成28 年度　高鍋高校同窓会「明倫奨学金」
収支決算報告書

収入金額 14,069,705円
支出金額 735,265円
繰越金額 13,334,440円

収入の部
項 　 目 金　　　額 備　　　考
繰　 越　 金 12,342,654 平成 27 年度より
寄付金（高信） 952,000 平成 28 年度
寄付金（郵貯） 774,756 平成 28 年度
雑　 収　 入 295 預金利息
合 　 計 14,069,705

支出の部

項 　 目 金　　　額 備　　　考

明 倫 奨 学 金 720,000 240,000 円の 3 名
事　 務　 費 15,265 お礼状送付料、収入印紙代
合 　 計 735,265

　　　

○明倫奨学金報告とお礼について　
　同窓会事務局長　猪股　司　

　明倫奨学金に平成28年度は１企業、６団体、41個人から寄
付を賜りました。誠にありがとうございました。どうか今後と
も変わらぬ御支援のほどお願い申し上げます。

（１）高鍋信用金庫
 　　銀 行 名　高鍋信用金庫本店（店番号００１）
 　　口座番号　１３６０９４９
 　　口座名義　高鍋高校同窓会　育英会
 　　　　　　　代表　増田　秀文
 　　※寄付金から手数料を差し引いた金額をお振り込みく

ださい。

（２）ゆうちょ銀行
 　　銀 行 名　ゆうちょ銀行
 　　口座番号　０１７００－９－１４１５１３
 　　加入者名　宮崎県立高鍋高等学校同窓会
　　　　　　　「鳴海ケ丘会」
 　　※寄付金から手数料を差し引いた金額をお振り込みに

なるか、事務局が用意いたしました専用払込取扱
票をご利用ください。

明倫奨学金寄付者（平成 29 年１月以降）
昭和40年卒業生一同様

※寄付者の公表は、同窓会支部、ＯＢ祭実行委員会、卒
業生一同様に限らせて頂いております。企業及び個人
の寄付者の公表は行っておりません。
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迎
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事務局からの連絡

平成29年７月28日発行（2）第67号 鳴 海 ヶ 丘 会 々 報



３．主な短大・準大・高看等の年度別合格者数(過去4年間、含過年度生)
短　期　大　学 準　大　学

大 　 学 　 名 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 大 　 学 　 名 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

島 根 県 立 短 期 大 学 1 防 衛 大 学 校 1

大 分 県 立 芸 術 文 化 短 期 大 学 1 1 防 衛 医 科 大 看 護 1 1

鹿 児 島 県 立 短 期 大 学 1 水 産 大 学 校 1

大 月 市 立 大 月 短 期 大 学 1 看 護 大 学 校 1

名 古 屋 女 子 短 期 大 学 1

関 西 外 国 語 短 期 大 学 1 1 高看・専門学校

奈 良 文 化 女 子 短 期 大 学 1 大 　 学 　 名 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

川 﨑 医 療 短 期 大 学 1 高 看 ・ 准 看 15 15 14 11

久 留 米 信 愛 女 学 院 短 大 2 そ の 他 の 専 門 学 校 57 54 53 67

九 州 造 形 短 期 大 学 1 1
九 州 女 子 短 期 大 学 2 1

香 蘭 女 子 短 期 大 学 2 1

中 村 学 園 大 学 短 期 大 学 部 1 1

九 州 大 谷 短 期 大 学 2

山 陽 女 子 短 期 大 学 1

福 岡 こ ど も 短 期 大 学 1

長 崎 女 子 短 期 大 学 1
西 日 本 短 期 大 学 1

佐 賀 女 子 短 期 大 学 1 1
福 工 大 短 期 大 学 部 1

別 府 大 学 短 期 大 学 部 2

宮 崎 学 園 短 期 大 学 12 18 15 16

南 九 州 短 期 大 学 6 5 4 7

純 真 短 期 大 学 1
鹿 児 島 女 子 短 期 大 学 1 1

平成29年度  出身中学校別生徒数

◆ 平成28年度　進路状況 ◆

※お茶の水女子大・九州大
　千葉大・広島大・京都府立大
　熊本大・大分大・琉球大等
　国公立大55名現役合格
※宮崎大16名合格
※法政大・東京理科大・青山学院大
　関西大・西南学院大・福岡大等
　私立大学123名合格
※一般就職７年連続100％達成
※自衛隊曹候補生５名
　航空学生１名合格

出　身 
市町村

出　身 
中学校

普　通　科 生活情報科
計

総　計１年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

高鍋町
高鍋東 19 24 31 16 26 17 3 4 2 3 78 67 145
高鍋西 26 18 22 17 24 15 3 4 1 2 73 59 132

計 45 42 53 33 50 32 0 6 0 8 3 5 151 126 277

新富町

富　田 9 6 5 6 13 8 2 5 7 27 34 61
新　田 2 5 6 1 2 4 10 10 20
上新田 5 4 1 2 1 2 1 7 9 16

計 16 15 11 8 17 13 0 4 0 6 0 7 44 53 97
木城町 木　城 8 14 11 5 8 7 2 3 27 31 58

川南町
国光原 7 4 9 14 3 4 1 5 1 3 20 31 51
唐瀬原 13 6 14 17 11 20 3 6 3 38 55 93

計 20 10 23 31 14 24 0 4 0 11 1 6 58 86 144
都農町 都　農 12 8 12 5 8 9 6 2 6 32 36 68

日向市

美々津 1 3 2 1 2 5 4 9
日 向 1 0 1 1
富 島 1 1 1 2 1 3
大王谷 1 0 1 1

計 1 0 4 3 0 3 1 0 6 6 12

西都市

穂 北 2 1 5 1 2 3 1 1 10 6 16
都於郡 1 1 1 1 2
三 納 2 1 3 1 1 6 7
三 財 1 1 1 1 1 1 2 4 6

妻 4 5 2 1 2 1 8 7 15
計 6 9 10 6 5 6 0 1 1 1 0 1 22 24 46

宮崎市

久 峰 1 3 4 6 6 3 2 4 5 11 23 34
広 瀬 1 5 1 3 1 1 2 3 11 14
佐土原 1 1 3 1 1 5 6
大 宮 1 1 0 1
東大宮 2 1 1 1 4 1 5
住 吉 2 1 2 1 5 1 6

檍 1 1 0 1
日章学園 1 0 1 1
宮崎東 1 1 0 1
宮崎北 1 1 0 1
宮崎西 1 1 0 1 1
木 脇 1 1 0 1
田 野 1 0 1 1
赤 江 1 1 0 1
本 郷 2 2 0 2
宮 崎 1 1 1 1 2
宮大附 1 0 1 1

計 11 9 10 12 13 6 0 6 0 7 0 6 34 46 80
東諸県 綾 1 1 0 1
県 西 小 林 1 1 2 0 2

北 浦 1 1 2 0 2
東 海 0 0 0
恒 富 1 0 1 1
門 川 3 0 3 3
三ケ所 1 1 0 1
諸 塚 1 1 0 1
椎 葉 0 0 0

計 1 0 1 3 2 1 0 0 0 0 0 0 4 4 8

都城市
庄 内 1 0 1 1
沖 水 0 0 0

県 南
鵜 戸 1 1 0 1
福 島 1 1 0 1
吾 田 1 1 0 1

県　　外 1 3 4 0 4
旧学区外中学校 21 18 29 25 24 13 1 10 2 8 0 8 77 82 159

総　計
122 107 139 107 121 98 1 30 2 37 4 35 389 414 803

229 246 219 31 39 39 803 803

１．進学・就職合格者数（過去５年間）
種別 国立大学 公立大学 準大学 私立大学 短期大学 専修看護 専修学校 就職
年度 現 過 計 現 過 計 現 過 計 現 過 計 現 過 計 現役 現役 現役
28 38 2 40 17 0 17 2 0 2 120 3 123 30 0 30 11 67 23
27 40 5 45 19 3 22 0 0 0 81 8 89 27 0 27 14 53 32
26 39 5 44 19 3 22 3 0 3 72 5 77 33 2 35 14 53 34
25 25 7 32 14 1 15 0 0 0 93 10 103 30 0 30 15 57 38
24 29 12 41 13 1 14 1 0 1 87 18 105 23 0 23 18 73 34
合計 171 31 202 82 8 90 6 0 6 453 44 497 143 2 145 72 303 161

※準大学は、防衛大、防衛医科大、水産大、気象大、職業能力大、看護大。

国　立　大　学
大 学 名 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 合計
北 見 工 業 1 1
岩 手 1 1
茨 城 1 2 1 4
筑 波 1 1
宇 都 宮 1 1 2
千 葉 1 1 2
お 茶 の 水 女 子 1 1
東 京 学 芸 1 1 2
東 京 芸 術 1 1
電 気 通 信 1 1 2
信 州 1 1
福 井 1 1
愛 知 教 育 1 1
大 阪 1 1
奈 良 教 育 1 1
奈 良 女 子 1 1
島 根 1 1 1 3
岡 山 1 1
広 島 1 1 2 4
山 口 1 1 1 1 4
香 川 1 1
高 知 2 3 2 1 8
徳 島 2 2
愛 媛 1 1
福 岡 教 育 3 1 4 8
九 州 3 2 1 1 1 8
九 州 工 業 2 1 1 1 1 6
佐 賀 1 3 4
長 崎 1 2 2 2 1 8
熊 本 2 3 1 4 1 11
大 分 2 3 1 1 7
宮 崎 16 13 19 18 16 82
鹿 児 島 4 1 3 4 12
琉 球 1 1 3 2 2 9
大 　 学 　 名 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 合計
国 際 教 養 1 1
都 留 文 科 1 1
首 都 大 学 東 京 1 1
横 浜 市 立 1 1
愛 知 県 立 1 1
京 都 府 立 1 1
福 知 山 公 立 2 2
大 阪 市 立 1 1
神 戸 市 立 看 護 1 1 2
兵 庫 県 立 1 1
尾 道 市 立 1 1
広 島 市 立 1 1
島 根 県 立 2 1 3
下 関 市 立 3 4 1 8
山 口 県 立 1 1
山 口 東 京 理 科 2 2
高 知 県 立 1 1
高 知 工 科 1 1
北 九 州 市 立 2 1 3 4 10
福 岡 県 立 3 3
長 崎 県 立 1 3 2 6
宮 崎 公 立 6 3 5 7 4 25
宮 崎 県 立 看 護 3 3 2 3 11
沖 縄 県 立 看 護 1 1
名 桜 1 1 1 1 4

私　立　大　学

大 　 学 　 名 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 合計
酪 農 学 園 1 1
國 學 院 1 1
東 京 農 大 1 1 2
早 稲 田 1 1
法 政 2 3 3 2 2 12
武 蔵 1 1 2
青 山 学 院 1 1
中 央 2 1 3
東 京 理 科 1 1 1 3
東 京 女 子 1 1
明 治 1 1
立 正 2 2
帝 京 3 2 1 1 1 8
専 修 1 1
東 洋 1 1 1 3
麻 布 1 1
東 京 電 機 1 1
国 士 舘 1 1 2
日 本 大 学 1 1 2
明 治 学 院 1 1
神 奈 川 1 1
鎌 倉 女 子 1 1
神 奈 川 工 科 1 1
関 東 学 院 1 1 2
山 梨 学 院 1 1
国 際 医 療 福 祉 2 3 1 3 2 11
関 西 外 語 1 1
神 戸 学 院 1 1
東 海 2 2
立 命 館 2 1 3
龍 谷 1 1
京 都 女 子 3 3
近 畿 4 4
関 西 1 1 1 1 1 5
関 西 学 院 1 1
同 志 社 1 1
吉 備 国 際 1 1
日 本 赤 十 字 広 島 1 1
同 志 社 女 子 1 2 3
福 岡 5 8 3 1 13 30
西 南 学 院 3 3 6 4 1 17
久 留 米 6 3 2 7 18
久 留 米 工 業 2 1 3
西 南 女 学 院 1 2 1 4
九 州 産 業 3 6 2 5 12 28
九 州 共 立 1 4 5
福 岡 工 業 6 2 1 5 14
筑 紫 女 学 園 1 1 1 3
熊 本 学 園 1 1 2
純 真 学 園 2 2 1 2 7
崇 城 1 1 6 5 13
熊 本 保 健 科 学 2 2 4
九 州 看 護 福 祉 2 2 2 6
立命館アジア太平洋 2 1 3
南 九 州 3 7 3 7 6 26
宮 崎 国 際 3 4 2 2 5 16
宮 崎 産 業 経 営 9 8 9 5 9 40
九 州 保 健 福 祉 7 8 7 9 5 36
鹿 児 島 純 心 女 子 2 1 3
そ の 他 28 34 27 17 24 130

２．主な大学年度別合格者数(過去５年間、含過年度生)

４．就職状況(過去５年間。自衛隊・公務員は合格者数、それ以外は最終就職者数。過年度生を含まず）
内訳 建設 製造 卸売小売 金融保険 運輸・通信 介護・医療 サービス 自衛隊 公務員 その他 合計

平
成
28
年
度

普通科男 1 6 1 8

普通科女 1 2 1 2 6

生活情報 3 3 1 2 9

計 3 5 3 3 8 1 23

平
成
27
年
度

普通科男 1 1 1 11 3 17

普通科女 3 0 3

生活情報 1 1 1 6 3 12

計 1 1 1 2 10 14 3 32

平
成
26
年
度

普通科男 1 2 1 6 1 11

普通科女 1 2 3 6

生活情報 5 3 1 1 1 5 1 17

計 1 5 3 2 3 1 8 10 1 34

平
成
25
年
度

普通科男 1 1 16 1 19

普通科女 2 2 3 7

生活情報 1 4 1 1 5 12

計 2 6 1 1 3 5 19 1 38

平
成
24
年
度

普通科男 4 2 1 11 2 20

普通科女 2 2 1 5

生活情報 1 8 9

計 4 3 2 11 11 3 34

　ふるさと訪問で宮崎県を訪れた近畿宮崎県人会の方々
が、４月 22 日（土）に本校に立ち寄られました。玄関前で
歓迎行事が行われ、黒木敏之高鍋町長が歓迎の挨拶を述べ
ました。
　歓迎式典には生徒会役員や野球部員も参列しました。そ
の後一行はグランドに移動し、ラグビー部の練習風景を見
学しました。また、ラグビー部の激励会が行われ、近畿宮
崎県人会の貫会長が激励の言葉を贈りました。

ふるさと訪問に伴う交流会について

鳴 海 ヶ 丘 会 々 報 第67号（3）平成29年７月28日発行



表彰関係

「
九
州
大
会
を
振
り
返
っ
て
」

　

ラ
グ
ビ
ー
部
監
督

檜
室
　
秀
幸

　

歴
史
が
動
い
た
。

　

６
月
に
鹿
児
島
市
で
行
わ
れ
た
九

州
大
会
の
一
回
戦
で
全
国
大
会
優
勝

の
経
験
も
あ
り
、
昔
か
ら
目
標
に
し
て

い
る
強
豪
大
分
舞
鶴
高
校
と
対
戦
し

た
。
私
の
現
役
時
代
以
降
、
公
式
戦
で

24
年
も
の
間
負
け
続
け
て
い
る
相
手

だ
。
２
月
の
九
州
新
人
大
会
で
も
20
点

近
く
差
を
つ
け
ら
れ
負
け
た
が
、
そ
の

敗
因
も
分
析
出
来
て
い
た
し
、
春
の
全

国
選
抜
大
会
で
の
成
長
も
感
じ
て
い

た
の
で
今
回
は
自
信
を
持
っ
て
試
合

に
臨
ん
だ
。
前
半
こ
そ
互
角
の
戦
い
に

な
っ
た
が
、
後
半
は
持
ち
前
の
運
動
量

の
多
さ
で
徐
々
に
差
を
広
げ
終
わ
っ

て
み
れ
ば
何
と
30
点
近
く
も
差
を
つ

け
て
の
歴
史
的
な
大
勝
と
な
っ
た
。
少

し
だ
け
だ
が
歴
史
が
動
い
た
気
が
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
ま
だ
越
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
壁
が
あ
る
が
、
今
回
の

勝
利
は
少
し
ず
つ
、
着
実
に
チ
ー
ム
が

成
長
し
て
い
る
証
だ
と
信
じ
た
い
し

九
州
３
位
入
賞
出
来
た
こ
と
を
素
直

に
喜
び
た
い
。

　

こ
の
チ
ー
ム
は
ま
だ
進
化
の
途
中

で
、
冬
に
向
け
て
さ
ら
に
飛
躍
的
に

伸
び
る
と
確
信
し
て
い
る
。
花
園
で

大
き
く
歴
史
を
動
か
せ
る
よ
う
に
継

続
し
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

「
南
九
州
大
会
を
終
え
て
」

　

陸
上
部　

三
年

有
吉
　
勇
汰

　

南
九
州
大
会
に
参
加
し
て
、
レ
ベ
ル

の
高
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
県
内
で
は

ス
タ
ー
ト
で
負
け
る
事
は
な
い
と
い

う
く
ら
い
自
信
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
南
九
州
大
会
で
は
半
分
近
く

の
人
が
同
じ
レ
ベ
ル
か
そ
れ
以
上
の

ス
タ
ー
ト
を
し
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り

ス
タ
ー
ト
が
速
く
て
も
勝
て
ま
せ
ん
。

ス
タ
ー
ト
、
中
間
走
、
後
半
の
爆
発
力

す
べ
て
が
そ
ろ
っ
て
初
め
て
上
位
大

会
で
も
戦
え
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
理
解

で
き
た
こ
と
が
、
今
回
の
九
州
大
会
で

の
一
番
の
収
入
で
す
。

　

南
九
州
大
会
で
学
ん
だ
事
を
し
っ

平
成
26
年
度　

奨
学
生馬

渡　

大
輝

　

最
近
の
生
活
に
つ
い
て
報
告
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
学
期
で
は
こ
れ

ま
で
の
学
期
と
同
じ
よ
う
に
授
業
に

出
席
し
、
試
験
を
受
け
て
単
位
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
単

位
数
に
関
し
て
は
、
卒
業
に
必
要
な

単
位
数
か
ら
４
年
生
の
卒
業
研
究
で

取
得
す
る
こ
と
の
で
き
る
単
位
数
を

差
し
引
い
た
単
位
が
認
め
ら
れ
た
た

め
、
次
の
学
期
で
は
卒
業
研
究
に
集

中
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
今
学
期
で
は
仮
配
属

さ
れ
た
研
究
室
で
の
輪
読
や
ゼ
ミ
を

通
し
て
、
そ
の
分
野
に
お
け
る
基
礎

的
な
知
識
や
考
え
方
、
最
近
の
研
究

内
容
を
お
お
ま
か
に
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
特
に
、
輪
読
に
お
い
て

は
英
語
で
書
か
れ
た
教
科
書
を
用
い

た
こ
と
で
そ
の
分
野
の
初
等
的
な
内

容
だ
け
で
な
く
、
英
語
の
文
章
を
読

む
際
の
技
術
も
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
活
動
や
ア

ル
バ
イ
ト
に
関
し
て
も
、
学
業
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
学
年
が
一
つ
上
が
り
、

４
年
生
と
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
卒

業
す
る
た
め
に
卒
業
研
究
に
計
画

的
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
研
究
室
の
ゼ
ミ
も
開
始

さ
れ
る
の
で
資
料
を
ま
と
め
上
手
く

他
人
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
発
表
方

法
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し

た
い
で
す
。
さ
ら
に
、
そ
れ
と
同
時

に
大
学
院
へ
の
進
学
を
考
え
て
い
る

た
め
、
八
月
末
の
試
験
に
向
け
て
の

勉
強
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

来
年
度
は
今
学
期
に
比
べ
て
卒
業

研
究
、
大
学
院
の
試
験
と
い
う
点
で

忙
し
く
な
る
の
で
生
活
習
慣
を
整
え

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
卒
業
研
究
を
含

め
て
純
粋
に
科
学
を
楽
し
め
る
よ
う

に
時
間
を
使
え
れ
ば
よ
い
か
と
思
い

ま
す
。

平
成
27
年
度　

奨
学
生

小
松　

愛
沙
美

　

大
学
に
入
学
し
て
２
年
が
経
ち
折

り
返
し
地
点
に
き
ま
し
た
。
講
義
の

内
容
も
よ
り
実
際
の
現
場
を
意
識
出

来
る
も
の
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
理

論
的
な
こ
と
に
限
ら
ず
に
実
際
に
体

験
し
て
み
る
演
習
が
増
え
、
座
学
だ

け
で
は
現
場
で
は
通
用
し
な
い
と
い

う
こ
と
を
日
々
実
感
さ
れ
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
演
習
の
中
で
木
城
町
で

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
し
ま
し

た
。
木
城
町
で
１
泊
す
る
な
か
で
、

住
民
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
、

木
城
町
の
様
々
な
施
設
な
ど
を
訪
問

し
て
活
動
を
体
験
し
て
、
そ
こ
で
見

え
た
木
城
町
の
良
い
点
と
改
善
し
た

ら
よ
り
良
く
な
る
点
を
学
生
の
目
線
で

木
城
町
に
提
案
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
そ
れ
を
１
年
で
２
回
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
講
義
で
学
ん
だ
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
の
援
助
技
術
を
使
い
住
民
の

方
か
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。
な
か
な
か

思
う
よ
う
に
話
が
聞
け
な
く
、
自
分
の

技
術
の
な
さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
得
ら
れ
た
情

報
を
学
校
に
戻
り
グ
ル
ー
プ
で
ま
と

め
、
発
表
を
し
ま
し
た
。
ま
と
め
る
こ

と
は
で
き
ま
し
た
が
、
発
表
と
な
る
と

別
物
で
し
た
。
日
頃
、
発
表
す
る
と
し

て
も
顔
見
知
り
で
人
数
も
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
木
城
町
の
町
長
を

は
じ
め
と
す
る
役
場
や
そ
の
他
の
施
設

の
職
員
、
そ
し
て
住
民
の
方
の
前
で
発

表
し
ま
し
た
。
発
表
内
容
が
頭
の
中
に

入
っ
て
い
て
も
上
手
く
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
準
備
を
万

全
に
す
る
事
や
経
験
を
よ
り
積
む
な
ど

し
て
い
き
、
こ
れ
か
ら
の
演
習
や
実
習

で
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

生
活
面
で
は
、
勉
強
を
し
な
が
ら

生
活
費
の
為
に
ア
ル
バ
イ
ト
も
し

て
い
ま
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
で
は
、
業

務
の
面
だ
け
で
は
な
く
様
々
な
人
と

出
会
い
、
そ
れ
が
と
て
も
意
味
あ
る

も
の
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

出
会
い
の
大
切
さ
と
い
う
も
の
を
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

様
々
な
人
と
出
会
い
成
長
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　

３
年
の
夏
休
み
に
は
、
24
日
間

の
社
会
福
祉
士
現
場
実
習
が
あ
り
ま

す
。
前
期
は
そ
れ
に
向
け
て
の
勉
強

が
中
心
と
な
り
ま
す
。
事
前
学
習
と

実
習
と
も
に
、
と
て
も
大
変
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
の
夢

を
叶
え
る
た
め
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

平
成
28
年
度　

奨
学
生

生
島　

絵
美
子

　

私
が
甲
子
園
大
学
栄
養
学
部
栄
養

学
科
に
入
学
し
て
ま
も
な
く
１
年
が

経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
夏
か
ら
今

ま
で
の
近
況
を
学
校
生
活
・
私
生
活

に
分
け
て
報
告
し
ま
す
。

　

ま
ず
学
校
生
活
に
つ
い
て
で
す
。

夏
季
休
暇
が
終
わ
っ
て
す
ぐ
に
ヤ
ク

ル
ト
三
木
工
場
や
動
物
愛
護
セ
ン

明
倫
奨
学
生
　
　

　
　
　
近
況
報
告

タ
ー
で
研
修
が
あ
り
ま
し
た
。
ヤ
ク

ル
ト
で
は
ど
の
よ
う
に
製
品
を
製

造
・
管
理
を
し
て
い
る
か
を
学
び
、

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
動
物
を
ど

の
よ
う
に
保
護
し
次
の
飼
い
主
に
渡

る
の
か
を
知
り
、
命
の
尊
さ
を
改
め

て
実
感
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
後
期
の
授
業
は
基
礎
的
な
教

科
か
ら
、
よ
り
専
門
性
を
増
し
た
教

科
に
変
わ
り
、
覚
え
る
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
し
た
が
、
学
び
が
い
が
あ

り
、
楽
し
く
授
業
を
受
け
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
実
習
や
実
験
も
増

え
、
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
機
会
も
多
く

な
り
、
徐
々
に
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
友
達
と
も

仲
良
く
過
ご
し
て
お
り
、
と
て
も
充

実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
は
「
甲
友
会
」
と
い

う
生
徒
会
の
よ
う
な
組
織
に
所
属
し

て
い
ま
す
。
11
月
に
は
文
化
祭
が
あ

り
、
先
輩
方
や
仲
間
と
協
力
し
て
無

事
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
そ
の
後
、
新
体
制
と
な
り
私
は

渉
外
と
い
う
大
切
な
役
割
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
次
年
度
も

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
文
化
祭
が

盛
り
上
が
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
は
私
生
活
に
つ
い
て

で
す
。

　

私
は
今
も
叔
父
と
２
人
暮
ら
し
を

し
て
い
ま
す
。
前
期
よ
り
も
授
業
数

や
実
験
等
が
増
え
た
た
め
帰
り
が

遅
く
な
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た

が
、
夕
食
は
基
本
自
分
で
作
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
者

な
の
で
叔
父
か
ら
様
々
な
こ
と
を
学

び
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
季
休
暇
や
春
季
休
暇
で

地
元
に
帰
省
す
る
と
き
に
は
、
高
鍋

で
管
理
栄
養
士
と
し
て
働
い
て
い
る

本
部
さ
ん
と
連
絡
を
取
り
合
い
、
自

分
が
参
加
で
き
る
も
の
に
は
進
ん
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
内
容
と
し
て

は
地
区
の
高
齢
者
の
方
と
の
調
理
実

習
や
保
育
園
ク
ッ
キ
ン
グ
等
が
あ

り
、
ど
ん
な
人
を
対
象
に
す
る
か
で

指
導
の
仕
方
も
変
わ
る
の
で
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
す
。
ま
た
食
育
が
い

か
に
大
切
か
を
実
感
で
き
る
の
で
、

実
習
を
通
し
て
、
ま
す
ま
す
管
理
栄

養
士
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
就
職
は
宮
崎
で
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
夢

が
叶
え
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

大会名 競技・部名 個人 or 団体 競技種目 成績 学年 氏名 上位大会

平成 29 年度　宮崎県
高等学校総合体育大会

ラグビー部 団体 15 人制 優勝 九州大会（鹿児島） 
６／１７～

ホッケー部 団体 　 優勝 九州総体（大分） 
６／１７～

ボート部

　 女子舵手付クォドルプル 優勝 インターハイ
　 男子シングルスカル 優勝 3 松田　大和 インターハイ
　 男子ダブルスカル 優勝 3 山﨑　航太 インターハイ

団体 女子総合優勝 優勝
団体 男子総合優勝 優勝

剣道部
個人 女子個人 2 位 3 五十嵐優子 インターハイ・全九州大会（宮崎）
個人 女子個人 3 位 3 深田　　晶 全九州大会（宮崎）
団体 女子団体 3 位 　

陸上部 個人
男子 100m 3 位

2 有吉　勇汰 南九州大会（熊本） 
６／１５～男子 200m 4 位

水泳
個人 女子 50m 自由形 4 位

2 関屋　李菜 全九州大会（長崎）
個人 女子 100m 自由形 4 位
個人 男子 50m 自由形 8 位入賞 3 今井　翼希 　

か
り
後
輩
へ
伝
え
、
後
輩
に
は
も
っ

と
上
の
大
会
ま
で
進
出
し
て
ほ
し
い

で
す
。

　

最
後
に
、
上
に
は
上
が
い
る
と
い
う

事
を
忘
れ
ず
、
何
事
に
お
い
て
も
日
々

成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
日
向
市
美
術
展
準
特
選
を
受
賞
し
て
」

　

美
術
部　

三
年

田
中
　
佑
姫
乃

　

津
江
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
描
い

た
作
品
で
、
と
て
も
多
く
の
技
法
を

学
ん
で
納
得
い
く
ま
で
描
き
上
げ
ま

し
た
。
卒
業
後
も
ず
っ
と
絵
に
関
わ
っ

て
い
け
る
よ
う
に
残
り
少
な
い
高
校

生
活
の
一
日
一
日
を
大
切
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

美
術
部
顧
問　　
　

　
津
江
　
政
彦

　

田
中
さ
ん
は
絵
を
描
く
こ
と
に
限

ら
ず
、
ど
ん
な
こ
と
に
対
し
て
も
真

摯
に
、
ま
た
礼
儀
正
し
く
取
り
組
め

る
人
で
す
。
夢
を
叶
え
て
く
だ
さ
い
。

ラグビー部

陸上部美術部
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